
昭
和
初
期
読
み
方
指
導
研
究
の
一
例

-
『
読
方
学
習
事
象
の
研
究
』
　
(
日
吉
ア
イ
教
諭
)
　
の
ば
あ
い
-

私
の
祖
母
'
日
吉
ア
イ
教
諭
が
'
山
口
県
豊
浦
郡
(
現
在
の
下
関
市
の
一
部

を
含
む
)
・
厚
狭
郡
の
尋
常
高
等
小
学
校
の
訓
導
を
し
て
い
た
の
は
'
大
正
四

年
二
九
一
五
)
　
四
月
か
ら
昭
和
九
年
二
九
三
四
)
　
七
月
ま
で
の
t
 
T
九
年

三
か
月
で
あ
る
。
祖
母
の
訓
導
時
代
の
話
は
幼
い
頃
か
ら
時
折
開
い
て
い
た
が
'

祖
母
が
'
国
語
の
授
業
に
特
に
熱
心
で
あ
り
'
そ
れ
を
記
録
し
研
究
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
'
仝
-
偶
然
の
き
っ
_
か
け
か
ら
で
あ
っ
た
。

私
が
広
島
大
学
教
育
学
部
三
年
次
　
(
昭
和
5
2
年
)
　
の
後
期
の
授
業
の
T
つ

に
国
語
教
育
史
の
講
義
が
あ
り
'
そ
の
冬
休
み
に
'
野
地
潤
家
先
生
か
ら
、
自

分
や
家
族
の
国
語
学
習
史
の
資
料
と
な
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
調
べ
る

こ
と
が
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
'
私
は
思
い
が
け
ず
、
祖
母
の

訓
導
時
代
の
研
究
物
を
二
点
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
1
つ
は
大
正
期
末
の

『
綴
方
研
究
j
 
t
他
の
r
つ
が
今
回
考
察
の
対
象
と
し
た
『
読
方
学
習
事
象
の

研
究
』
　
で
あ
る
。

m
方
学
習
事
象
の
研
究
』
は
'
日
吉
ア
イ
教
諭
が
'
昭
和
七
年
二
九
三

二
)
'
山
口
県
厚
狭
郡
厚
狭
町
立
厚
狭
尋
常
高
等
小
学
校
に
赴
任
し
て
は
じ
め

て
担
任
し
た
尋
常
科
四
年
生
の
授
業
を
、
記
録
整
班
し
考
察
し
た
'
分
量
四
四

五
ペ
ー
ジ
に
も
の
ぼ
る
研
究
物
で
あ
る
。
当
時
、
山
口
県
で
は
'
郡
単
位
に
国

里
　
　
村
　
　
佳
　
　
子

語
の
研
究
会
が
催
さ
れ
、
各
小
学
校
か
ら
何
点
か
ず
つ
の
研
究
物
が
担
出
さ
れ

て
'
当
日
'
発
表
(
審
査
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
)
　
展
示
が
あ
り
'
講
浜
な
ど
も

行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
r
綴
方
研
究
.
]
も
r
読
方
学
習
事
象
の
研
究
』
も
共

に
、
こ
の
研
究
会
の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
読
方
学
習
事
象

の
研
究
』
は
'
日
吉
ア
イ
教
諭
の
最
後
の
赴
任
校
で
の
読
方
指
導
の
記
録
で
あ

る
.
日
吉
ア
イ
教
諭
は
'
地
方
に
い
な
が
ら
も
積
極
的
に
指
導
理
論
を
と
り
入

れ
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
。
『
読
方
学
習
事
象
の
研
究
』
の
中
で
'
読
方
指
導

刑
論
の
自
己
統
制
の
概
歴
を
'
1
乱
読
多
読
法
(
無
我
夢
中
の
時
代
)
、
2
感

動
選
択
法
　
(
感
動
を
中
心
に
進
め
'
や
が
て
は
行
き
詰
ま
る
お
そ
れ
の
あ
っ
た

講
談
式
教
育
の
時
代
)
、
‥
3
勉
学
的
方
法
1
(
哲
学
・
心
理
学
等
で
自
己
を
深
め

よ
う
と
し
た
学
究
的
態
度
の
時
代
)
'
_
4
解
釈
主
義
的
方
法
　
(
諸
理
論
の
取
拾

実
行
の
た
め
へ
形
骸
化
し
た
時
代
)
、
5
批
評
的
立
場
　
(
実
際
家
の
立
場
を
目

覚
し
へ
諸
別
論
を
批
判
'
統
制
し
よ
う
と
し
た
時
代
)
　
の
五
期
に
分
け
て
い
る
。

買
跳
方
学
習
事
象
の
研
究
.
g
は
'
こ
の
第
5
期
に
成
立
し
た
も
の
で
、
日
吉
ア

イ
教
諭
の
訓
導
時
代
の
7
つ
の
到
達
を
不
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
へ
　
日
吉
ア
イ

教
諭
も
た
び
た
び
理
論
と
T
地
方
教
師
の
距
離
を
述
べ
て
い
る
が
、
昭
和
初
期

の
国
語
教
育
の
1
地
方
で
の
実
践
水
準
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り
に
も
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
Q

以
下
'
『
読
方
学
習
事
象
の
研
究
』
の
日
的
、
そ
の
構
成
'
内
容
に
つ
い
て
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紹
介
し
'
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
〇

二

日
吉
ア
イ
教
諭
は
、
こ
の
研
究
の
目
的
と
し
て
'
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
を
持

っ
て
い
る
。
1
'
従
来
の
読
方
指
導
理
論
を
自
己
統
制
す
る
こ
と
'
二
、
そ
の

実
践
化
に
お
け
る
飛
躍
を
苑
服
し
'
即
実
学
習
対
策
を
見
出
す
こ
と
'
の
二
つ

で
あ
っ
た
.

T
を
目
的
と
し
て
あ
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
日
吉
ア
イ
教
諭
は
、
説
方
指
導
班

論
の
群
雄
割
拠
時
代
に
お
い
て
'
指
導
方
法
が
一
定
せ
ず
'
児
童
の
学
習
上
の

心
構
え
不
足
を
生
み
出
し
た
状
況
を
指
摘
し
'

「
私
達
は
教
育
統
制
化
の
流
れ
の
上
に
も
、
亦
何
処
ま
で
行
っ
て
も
教
師
論

に
尽
き
る
教
育
の
上
に
も
'
是
非
指
導
理
論
の
相
互
統
制
へ
並
び
に
自
己
統
制

と
い
ふ
こ
と
が
必
至
の
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
」
　
(
本
研
究
四
ペ
)

と
'
そ
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
'
自
己
統
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
'

「
実
践
上
か
ら
の
批
判
統
制
と
い
ふ
こ
と
は
拙
論
相
互
の
論
争
問
題
を
児
責

の
志
向
性
を
通
し
て
ど
う
現
れ
る
か
の
観
察
か
ら
'
動
か
ぬ
関
係
を
発
見
す
る

こ
と
で
あ
る
」
　
(
本
研
究
七
ペ
)

と
述
べ
'
実
践
の
立
場
か
ら
の
自
己
統
制
は
「
児
童
の
志
向
性
を
通
し
て
」
実

践
上
の
論
現
を
発
見
す
る
こ
と
で
行
わ
れ
る
と
し
て
い
た
。

次
に
'
二
の
目
的
は
'
刑
論
と
実
践
の
空
隙
を
う
め
る
方
法
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
。
指
導
班
論
が
ど
ん
な
に
す
ぐ
れ
て
い
て
も
'
実
践
が
う
ま
-
行
わ
れ

な
い
と
い
う
問
題
に
着
眼
L
t
　
そ
の
実
態
を
'
1
般
に
言
わ
れ
る
理
論
の
実
際

化
が
不
足
し
て
い
る
'
教
師
の
腕
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
と
ど
抄
ず
」
実
際
家

と
し
て
の
解
決
の
方
向
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
演
蹄
的
指
導
刑
論
が
そ
の
実
践
化
の
入
口
で
二
つ
の
飛
躍
』
を
も
ち
、

帰
納
的
指
導
理
論
が
亦
学
習
事
態
を
法
則
化
す
る
入
口
で
二
つ
の
飛
躍
』
を

予
想
す
る
こ
れ
ら
各
々
の
二
つ
の
飛
躍
」
を
指
導
体
系
-
-
に
克
服
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
上
か
ら
の
指
導
法
と
'
下
か
ら
の
指
導
法
の
単
な
る
組
合
せ
で
は

な
さ
れ
な
い
.
そ
れ
に
は
別
個
の
研
究
方
法
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
私
は
こ

の
立
場
か
ら
'
私
達
実
際
家
の
正
直
な
現
実
認
識
か
ら
'
実
際
家
独
自
の
克
明

な
郡
家
の
研
究
が
へ
　
こ
の
単
な
る
理
論
で
も
な
い
'
又
単
な
る
事
実
　
(
偶
然
的

事
実
)
　
で
も
な
い
論
群
を
発
見
し
柑
る
の
で
あ
る
と
考
え
∧
中
略
∨
日
常
実

際
家
こ
そ
発
見
し
得
る
7
つ
の
法
則
が
み
山
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
)
「
本

研
究
1
二
～
三
7
ペ
)

こ
の
よ
う
に
実
際
家
の
研
究
の
あ
り
方
を
述
べ
へ
学
習
事
象
の
研
究
の
必
要

性
を
確
信
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
3
日
吉
ア
イ
教
諭
は
'
学
習
事
象
の
研
究
の

定
義
を
'
「
F
学
習
事
象
』
の
中
に
こ
そ
別
論
と
実
際
の
取
捨
投
合
と
創
造
活
動

過
程
と
が
へ
研
究
的
に
'
生
活
動
向
的
に
表
れ
る
」
(
本
研
究
「
自
序
」
二
ペ
)

こ
と
に
見
出
し
'
二
つ
の
目
的
を
遂
げ
る
最
適
の
方
法
と
考
え
て
い
た
わ
け
で

あ
m

「
学
習
事
象
を
教
師
の
依
拠
す
る
指
導
m
論
と
実
践
的
努
力
と
児
童
の
能
力

と
努
力
の
結
晶
と
見
る
と
き
'
然
も
犬
の
中
に
於
て
'
更
に
教
師
が
7
定
の
必

要
の
た
め
に
事
実
の
ま
ま
を
摘
録
し
た
も
の
と
し
て
見
る
と
き
'
こ
の
学
習
事

教
程
'
実
際
家
に
取
っ
て
蛮
宝
な
も
の
は
あ
る
ま
い
'
即
ち
自
己
の
力
と
T
致

し
た
指
導
班
論
の
具
体
化
を
得
'
明
日
の
即
実
対
策
の
最
も
緊
急
に
し
て
適
当

な
問
題
を
発
見
解
決
な
し
柑
る
か
ら
で
あ
る
0
」
(
本
研
究
四
二
五
～
四
二
六
ペ
)

こ
れ
は
へ
日
吉
ア
イ
教
諭
の
学
習
事
象
の
と
ら
え
方
を
最
も
よ
-
表
し
た
も

の
で
あ
る
3
学
習
事
象
を
記
録
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
の
あ
り
か
を
示
し
て
い
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る
と
す
れ
ば
'
こ
の
記
録
の
過
程
の
中
に
具
体
的
な
実
践
の
問
題
と
そ
の
解
決

を
出
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
先
立
ち
日
吉
ア
イ
教
諭
は
'

串
教
記
載
上
の
観
点
と
し
て
次
の
七
点
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
'
出
来
る
だ
け
実

際
の
学
習
の
ま
ま
再
現
。
ロ
'
児
童
の
言
丑
を
大
切
に
す
る
こ
と
.
ハ
'
学
習

屈
間
の
段
階
を
茄
ん
ず
る
こ
と
。
ニ
'
児
童
個
別
の
発
表
を
琵
視
す
る
こ
と
。

ホ
'
教
師
と
児
童
の
関
係
を
明
か
に
す
る
こ
と
3
　
へ
'
不
文
的
消
息
を
出
来
る

だ
け
榔
諾
す
る
こ
と
。
ト
、
児
童
心
理
の
上
に
立
つ
こ
と
。
そ
う
し
て
'
記
録

に
際
し
て
は
'
実
際
こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
配
慮
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
醇
に

本
研
究
の
学
習
耶
衆
の
記
録
は
、
と
り
わ
け
ハ
の
学
習
の
段
階
別
の
記
録
に
そ

の
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
.

次
に
目
次
を
あ
げ
て
'
具
体
的
に
記
録
の
過
料
を
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
.

三

自
序

工
　
研
究
の
目
標

1
.
従
来
の
訪
方
指
導
即
論
と
T
地
方
教
師
の
畔
離

二
'
読
方
指
導
別
論
の
自
己
統
制

三
'
従
来
の
指
導
理
論
の
布
つ
'
実
践
へ
の
飛
雌

四
'
学
習
事
象
の
研
究

Ⅱ
　
新
担
任
学
級
新
学
期
初
頭
の
読
方
学
習
実
況
串
繋

1
'
国
語
読
本
怨
七
第
7
仙
界
指
導
案

二
'
第
7
俳
非
学
習
郡
家

。
学
習
第
7
過
程
へ
第
7
次
的
体
験
の
構
成

・
.
-
.
*
r
.
*
"
蝣
-
"
・
-
日
.
'
.
.
-
/
・
"
-
!
i
-
j
i
;
蝣
-
:
,
,
.
*
,
'
,
=
∴
「
　
　
　
　
中
=
い

ハ
文
意
発
表
(
児
衆
了
解
程
墜
邪
教
/
ニ
第
二
次
音
読
過
程
中
に
於
け

ろ
叫
t
-
¥
ホ
-
Z
-
'
t
誰
化
過
柑
小
竹

O
学
習
第
二
過
程

イ
中
心
問
題
構
成
及
び
黙
読
・
朗
読
状
態
/
口
説
の
深
化
過
程
中
の
事
象

/
ハ
語
句
探
究
過
程
事
象

。
学
習
第
三
過
程

イ
高
次
体
験
事
象
/
ロ
雷
取
部
費

三
'
第
二
長
き
行
列
指
導
案

四
'
第
二
長
き
行
列
学
習
事
象

o
学
習
第
7
過
程
及
び
第
二
過
和

イ
朗
読
に
表
れ
た
る
状
態
/
ロ
文
意
蔽
観
の
反
証
状
態
/
ハ
語
句
探
究
状

態
.
<
t
 
u
:
3
7
自
省

六
へ
市
に
明
日
の
学
習
の
た
め
に

f
c
=
;
'
ナ
3
=
小
繋
の
*
?
&
・
」
川
及
び
代
の
H
輔
対
j
-
?

T
t
第
7
世
界
・
第
二
長
き
行
列
の
学
習
に
表
れ
た
事
象
の
考
察

イ
説
振
り
を
考
察
の
出
発
点
と
す

ロ
何
故
変
な
読
振
り
を
す
る
か
の
考
察

ハ
文
と
音
律
の
関
係

二
内
坪
は
充
ち
て
い
て
、
外
群
に
支
肺
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
場

へ
日
の
s
-
s
s

l
文
字
を
即
に
直
す
と
き
の
方
言
的
慣
習
/
2
内
辞
と
外
野
の
関
係
/

3
内
群
作
用
は
学
習
さ
れ
て
い
る
か

ホ
内
坪
作
用
の
貧
し
さ
か
ら
外
辞
の
変
則
を
導
く
の
で
は
な
い
か
t
と
す
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る
似
合
の
考
察

へ
文
の
内
容
と
内
郡
の
考
察

-
内
容
把
群
を
観
点
と
し
た
る
学
習
形
式
の
化
i
j

二
へ
事
象
考
察
の
整
理

三
'
学
習
指
導
対
策
か
ら
の
整
刑

Ⅳ
　
学
習
事
象
に
対
す
る
指
導
対
策

1
、
学
習
の
根
本
方
向

∴
　
　
　
　
　
工
∵
・
'
¥
-
'
i
-
 
'
-
'
.

二
へ
学
習
の
訓
練
方
面

A
方
言
的
慣
習
の
矯
正
/
B
内
群
と
外
群
の
統
覚
/
C
内
即
作
用
の
味
得

/
D
内
容
把
捉
の
充
実
/
E
学
習
態
度
の
深
化

三
へ
以
上
の
学
習
体
系

四
、
体
系
を
活
す
実
際
指
導
及
び
臓
序
・
指
導
案
例

A
文
意
の
直
観
過
程
学
習
指
導
案
例
(
第
四
潮
干
狩
)
/
B
文
の
分
解
学

っ
~
n
-
.
^
'
i
-
v
v
;
-
:
(
:
"
.
'
.
.
=
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
:

(
f
r
;
門
間
十
H
1

V
　
学
習
事
象

T
t
第
四
靭
干
狩
学
習
事
象

。
学
習
第
一
過
程

イ
文
の
直
観
過
程
学
習
の
状
態
/
ロ
文
意
直
観
第
1
反
証
状
態

o
学
習
第
二
過
程

‥
二
言
・
.
%
-
-
-
蝣
*
-
*
-
・
　
ハ

o
学
習
第
三
過
程

イ
構
想
難
解
状
態
/
ロ
総
合
学
習
状
能
心

二
'
第
五
れ
ん
げ
さ
う
学
習
事
象

イ
禿
姿
語
句
探
究
過
程
/
ロ
構
想
別
解
過
程
の
状
態

三
'
第
六
鎌
倉
攻
学
習
邪
教

イ
第
1
次
読
振
り
の
状
態
/
ロ
構
想
刑
L
解
過
程
の
状
態
/
ハ
読
み
深
化
状

態
の
事
象

四
'
第
七
傘
松
学
習
事
象

イ
文
の
中
心
発
見
状
態

五
、
第
八
・
第
九
雷
収
市
象

六
'
第
十
獅
子
と
武
士
学
習
餌
襲

イ
形
紫
紺
解
状
慨
心

七
'
第
十
三
一
太
郎
や
あ
い
学
習
事
象

イ
第
7
次
読
み
学
習
事
象
/
ロ
第
1
次
直
観
反
証
事
象
/
ハ
読
み
の
深
化

過
程
対
象
/
ニ
構
想
刑
解
過
程
中
の
事
象

八
へ
第
十
円
川
中
島
の
戦

イ
総
合
学
習
過
程
印
象

九
'
第
十
六
航
海
の
話
学
習
事
象

イ
説
の
練
習
過
程
状
態

T
O
t
第
十
七
安
部
川
の
義
夫
学
習
郡
家

イ
主
題
再
現
状
態

〓
'
第
十
八
木
下
藤
吉
郎
学
習
事
象

イ
第
7
次
読
み
の
学
習
事
象
/
ロ
主
要
語
句
探
究
学
習
事
象

1
二
'
第
二
十
マ
リ
ー
の
き
て
ん
学
習
印
象

イ
直
観
反
証
郡
家

1
三
'
第
二
十
三
加
藤
清
正
学
習
平
家
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イ
第
丁
次
読
み
の
学
習
事
象
/
ロ
第
1
次
直
観
反
証
事
象
/
ハ
主
要
語
句

~
探
究
事
象
/
ニ
語
句
加
工
力
探
究
事
象

r
l
四
'
第
二
犬
こ
ろ
学
習
事
象

イ
主
要
語
句
の
探
究
事
象

1
五
'
第
四
武
将
の
幼
時
学
習
事
象

イ
読
み
の
樺
習
事
象

〓
ハ
'
第
十
7
大
岡
さ
ば
き
学
習
事
象

イ
構
想
理
解
事
象
芋
ど
も
争
ひ
)
/
ロ
語
句
の
探
究
事
象
/
ハ
構
想
班

解
事
象
　
(
石
地
歳
)

7
七
、
第
十
二
手
紙
学
習
事
象
-

二
・
'
-
-
-
;
蝣
/
-
'
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象

7
八
へ
第
十
三
党
学
習
事
象

イ
構
想
理
解
表
解
状
態

一
九
、
第
十
四
餅
つ
き
学
習
事
象

イ
作
者
想
定
事
象

Ⅵ
　
学
習
事
象
と
読
み
の
個
性

一
'
読
振
り
に
現
れ
る
個
性
志
向

Ⅶ
　
読
み
の
変
化
状
態
個
別
観
測
表

第
四
潮
干
狩
/
第
六
鎌
倉
攻
/
第
七
傘
松
/
第
十
獅
子
と
武
士
/
第
十
三

1
太
郎
や
あ
い
/
第
十
六
航
海
の
話
/
第
十
八
木
下
藤
吉
郎
/
第
二
十
マ

リ
I
の
き
て
ん
/
第
二
十
三
加
藤
桁
止
/
第
7
山
の
秋
/
第
二
犬
こ
ろ
/

第
四
武
将
の
幼
時
/
第
六
呉
鳳
/
節
十
1
大
岡
さ
ば
き

Ⅷ
　
事
象
論
理

7
'
朗
読
及
び
黙
読
に
於
け
る
郵
象
の
論
理

A
人
間
性
に
於
け
る
純
情
の
自
己
歓
喜
(
価
値
認
識
)

1
読
み
学
習
に
於
け
る
第
1
義
的
な
も
の
/
2
読
み
学
習
と
環
境
迫
力

/
3
読
み
学
習
と
習
辞
/
4
読
み
の
環
境
・
習
姉
の
相
関
関
係
/
5
共

他
説
み
の
根
本
義
を
例
証
す
る
7
般
事
象

B
朗
読
に
於
け
る
韻
律
音
感
の
位
置

1
外
辞
の
問
題
/
2
児
童
が
調
子
に
乗
っ
た
と
き
の
状
態
/
3
読
み
肺

時
に
於
け
る
外
辞

C
黙
読
状
態
の
研
究

D
形
象
の
読
み
に
於
け
る
位
置

二
、
文
理
解
の
状
態
に
表
れ
た
る
事
象
の
論
理

A
学
習
事
象
に
よ
る
指
導
要
項
上
の
「
作
者
想
定
」
の
位
正

1
事
象
例
そ
の
H
/
2
事
象
例
そ
の
日
(
イ
作
者
想
定
の
必
然
性
'
ロ

蝣
:
蝣
.
!
'
-
,
)
　
　
　
　
　
上
　
り

と
限
界
性
)
/
4
事
象
例
そ
の
四
/
5
事
象
例
そ
の
国
/
6
邪
教
例
そ

の
内
/
7
事
象
例
そ
の
柑
/
8
事
象
例
そ
の
㈹
/
9
印
象
例
そ
の
糾
/

1
0
結
論

B
文
理
解
に
於
け
る
児
童
の
志
向

1
文
学
習
に
於
け
る
節
丁
次
直
観
佃
別
認
定
法
一
般
叫
例
/
2
第
六
鎌

倉
攻
第
7
次
直
観
反
証
状
態
認
定
例
(
実
例
)

∴
　
　
　
　
　
　
　
り
い
J
-
V
-
‥
-
'
.
-
二
　
　
　
　
重
L
:
・
り
・
.
、
[
・
・

指
導
班
論
定
着
の
た
め
の
郡
象
研
究

1
'
読
み
の
状
態
の
研
究

265

'
主
題
再
現
状
態
の
研
究

'
草
・
語
句
加
工
力
状
態
の
研
究



・
3
I

日
次
を
見
る
と
'
や
や
煩
喝
で
あ
り
'
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
用
語
の
不
統

1
も
見
ら
れ
る
が
'
一
面
へ
こ
の
r
説
方
学
習
事
象
の
研
究
」
の
研
究
過
程
を

詳
細
に
示
し
て
も
い
る
。

目
次
に
従
っ
て
そ
の
過
程
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
研
究
の
目
標
を
明
ら
か
に
し
っ
つ
'

1
'
受
持
当
初
の
学
習
事
象
を
克
明
に
記
録
す
る
。
-
・
-
Ⅱ

・
そ
の
学
習
事
象
を
考
察
し
'
指
導
上
の
問
題
点
を
発
見
す
る
ー
　
a

'
問
題
点
克
服
の
た
め
の
学
習
指
導
体
系
を
た
て
'
そ
れ
に
基
づ
く
指
導

案
例
を
作
成
す
る
。
-
-
Ⅳ

四
、
具
体
的
な
指
導
対
策
が
い
か
な
る
反
応
を
示
す
か
を
観
点
と
し
て
の
学

習
事
象
観
察
を
行
い
'
記
録
す
る
　
　
蝣
>

五
、
指
導
の
定
着
を
見
る
一
方
法
と
し
て
の
「
読
み
の
変
化
状
態
個
別
観
測

衷
」
を
作
成
す
る
Q
.
.
.
-
Ⅵ
Ⅶ

・
.
;
蝣
:
蝣
蝣
-
:
i
山
1
'
・
*
'
*
∵
　
　
　
り
　
　
　
い
　
上
り
言
　
　
'
-
.
・
・
<
・
'
・

す
る
。
-
-
Ⅶ
Ⅸ

七
'
ま
と
め
-
-
Ⅹ

こ
の
過
程
は
実
践
研
究
の
1
般
的
な
手
続
き
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
実

践
の
現
実
を
確
実
に
見
き
わ
め
、
当
時
の
先
導
者
で
あ
っ
た
'
垣
内
松
三
氏
や

芦
田
恵
之
助
氏
の
理
論
に
照
ら
し
な
が
ら
、
自
己
の
指
導
体
系
至
且
て
、
そ
れ

に
基
づ
く
事
象
観
察
の
継
続
を
長
期
(
尋
常
小
学
国
語
読
本
巻
七
・
巻
八
の
教

材
の
進
度
か
ら
見
る
と
大
体
四
月
～
十
二
月
の
期
間
と
思
わ
れ
る
)
に
亘
っ
て

行
っ
て
い
る
点
で
'
尖
の
大
き
い
'
し
か
も
個
性
的
な
実
践
研
究
と
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

五

ま
ず
'
四
月
当
初
に
行
わ
れ
た
「
第
1
他
界
」
　
(
和
冊
小
学
国
語
説
本
巻
七

所
収
)
の
授
業
内
容
の
概
略
を
学
習
事
象
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
。

一
'
教
材
槻

木
課
は
地
理
的
教
材
で
あ
っ
て
'
知
解
的
説
明
文
で
あ
る
。
拙
界
と
い
ふ

決
然
た
る
児
童
の
概
念
に
'
地
球
の
概
要
を
認
知
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
現
実
的
知
識
を
与
へ
人
文
的
日
本
の
位
置
を
明
に
す
る
の
が
そ
の
日
的

で
あ
る
。
文
の
結
構
や
文
意
の
在
り
方
は
明
確
で
あ
っ
て
'
直
接
了
解
学

習
の
課
で
あ
る
。
<
中
略
∨
本
課
は
'
そ
の
国
語
的
使
命
は
'
地
文
的
驚

異
'
人
文
的
驚
異
の
奥
に
動
い
て
ゐ
る
人
間
的
驚
異
で
あ
る
。
∧
後
略
∨

二
'
学
習
過
程
(
そ
の
過
程
の
特
徴
を
示
す
も
の
を
抜
粋
)

の
第
一
過
程
-
資
料
・
補
説
に
よ
る
第
7
体
験
の
構
%
　
!
ァ
分

1
黙
読

2
一
次
音
読

a

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

_

〇
全
課
の
読
み
甚
だ
変
な
り

ヽ

ヽ

　

ヽ

o
芳
読
上
甜
習
い
到
a
っ
誠
轡
笥
脱
化
到
利
引

.
㍉
　
　
i
-
-
>
J
'
,
一
:
-
.
¥
-
-
-
.
¥
L

o
第
1
次
体
験
の
反
証
手
が
か
り
を
求
め
る
と
1
斉
に
静
か
な
読
み
を

始
め
た
り

3
文
意
発
表

o
「
こ
の
課
の
意
味
が
つ
か
め
ま
し
た
か
」
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o
　
「
読
ん

で
は
じ
め
て
知
る
こ
と
が
あ
る
で
せ
う
」

b

-
「
!
.
 
-
1
,
,
l
¥
J
一
-
i
n
-
s
は
'
j
'
j
心
た
H
I
.
と
　
　
"
*
蝣
-
-
^
*
蝣
'
.
 
'
*
‥
　
-
蝣
-
.
I

(
棉
)
児
童
か
ら
は
形
式
的
な
答
し
か
か
え
っ
て
こ
な
い
。

4
二
次
音
読

。
「
中
の
意
味
を
州
へ
抑
へ
読
ん
で
も
ら
ひ
ま
せ
う
」

。
「
お
話
で
も
す
る
や
う
に
読
め
な
い
で
せ
う
か
」

_o
ス
ラ
ス
ラ
読
む
こ
と
ば
か
り

好
-
読
む
こ
と
と
考
へ
て
ゐ
る
ら
し

ヽ
′
.
I
I
I
>

c

・
-
=
o
^
'
・
蝣
;
'
・
'
-
~
>
-
>
'
'
・
」
-
'
-
・
'
-
.
-
'
'
蝣
-

5
二
次
的
内
容
深
化

。
暗
示
'
誘
導
'
解
説

.
D

・
「
>
.
1
'
・
¥
'
I
t
-
x
-
~
.
¥
'
"

.
'
蝣
-
二
J
i
i
;
i
.
i
¥
¥
¥
-
・
蝣
i
蝣
‥
」

(
棉
)
右
の
質
問
で
ひ
き
出
さ
れ
た
も
の
を
資
料
(
E
図
)
と
文
章
に

誘
導
L
t
確
か
め
さ
せ
た
。

帥
第
二
過
程
-
読
本
教
材
を
中
心
に
文
意
即
恵
の
別
解

1
朗
読
・
黙
読
(
中
心
問
題
構
成
を
目
的
と
し
た
)

`
l

-
-
‥
…
-
'
L

.
L
-
'
-

1
*
-
-
i
-
-
>
¥
J
<
;
:
・
蝣
・
-
,
-
"
:
・
;
蝣
'
-
-
^
-
-
'

.
「
こ
の
課
の
1
番
大
切
な
と
こ
ろ
-
本
を
離
れ
て
頭
で
考
へ
や
う

ー
ど
こ
だ
と
思
ひ
ま
す
か
」
(
柄
)
答
は
形
式
的
。

-
引
川
つ
ば
識
=
:
.
t
H
.
'
.
-
'
蝣
・
'
封
J
L
蝣
:
'
'
-
-
Z
-
}
¥
'
'
川
・
1
-
'
-
'

,
-
・
'
:
'
v
'

矧
噂
矧
副
詞
剖
瑚
川

。
黙
読
-
(
初
)
そ
の
後
の
内
容
発
表
は
不
活
発
の
様
子
で
あ
る
。

2
語
句
の
探
究

。
「
語
句
の
調
べ
は
山
来
て
ゐ
ま
す
か
」
と
い
ふ
と
'
直
に
「
バ
ー
イ
」

と
琴
乙
る
3
(
祁
)
児
童
の
調
べ
方
は
群
古
を
ひ
い
た
の
み
。

o
「
こ
の
課
の
大
切
な
と
こ
ろ
が
日
本
の
こ
と
だ
と
考
へ
ま
し
た
ね
、

も
っ
と
も
よ
く
表
し
て
ゐ
る
言
葉
は
?
」

(
禰
一
右
の
問
い
か
ら
導
か
れ
る
「
我
が
」
の
文
脈
的
語
釈
の
仕
方

b

一
*
・
蝣
'
'
.
-
'
'
・
J
O
'
-
0
-
'
L
?
ヨ
け
・
0
.
-
J
H
~
d
T
U
¥
J
一

T
J
包
u
l
J
、
・
・
蝣
蝣
]
¥
J
!
蝣
'
・
<
'
S
'
-
i
-
^
>
.
i
'
り
刃
.
山
;
-
-
.
'
-
r
-
-
r
i
*
c
'
.
-
i
;
　
月
日
,

ま
た
'
「
其
の
」
の
指
す
こ
と
ば
か
ら
「
地
球
と
他
界
」
　
の
追
い

と
い
う
問
題
に
は
い
り
'
主
題
発
見
へ
の
手
が
か
り
を
得
て
い
る
。

㈹
第
三
過
程
　
-
　
高
次
体
験
の
探
化
'
語
句
中
心
に
分
解
取
扱
い
'
討
議
質

問
に
よ
る
批
評
'
総
合
読
み
の
深
化

・
-
=
第
二
過
程
と
合
せ
て
9
0
分

1
高
次
体
験

。
指
導
案
に
あ
る
如
き
麦
解
に
よ
っ
て
本
課
の
総
合
を
な
す

一
柵
)
次
の
よ
う
な
表
解
が
指
導
案
に
あ
る
。
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海
と
陸
の
あ
り
さ
ま

日
本
は
大
E
E
l
か

二
表
面

其
の
形
ま
る
-
し
て
-
-
全
休

球
の
如
し

lこ==コこ===コ

客地
球

観の

わ
れ
ら
が
住
む
-
-
-
-
-
-
日
常
主
観

地
球
の
ま
る
い
こ
と
の
証
明

・
・
・
説
話
・
研
究
・
地
図
の
整
甲
・
・

人
知
の
極
大
さ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
…

日
常
常
識
の
浅
見
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-Jl-J A　　　▼　　J

人
間
的
驚
異

d
c

・
.
<
・
'
.
‥
　
　
　
り
蝣
V
^
:
¥
-
:
r
.
¥
'
y
A
-
¥
-
'
=
Z
:
・
∵
∵
　
㌻



矧
u
(
本
研
究
7
九
～
五
〇
ペ
)

今
へ
試
み
に
a
b
C
の
傍
線
を
付
し
た
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
ら
は
'
こ
の

「
罪
1
位
界
」
の
学
習
を
通
し
て
主
と
し
て
指
導
さ
れ
た
項
目
群
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
t

a
'
読
み
蹄
を
発
見
し
'
矯
正
す
る
。

b
'
内
容
把
握
を
単
な
る
語
釈
や
理
解
と
し
て
で
な
く
新
し
い
発
見
や
、

文
脈
的
な
語
句
の
皿
解
を
深
め
る
こ
と
で
行
わ
せ
る
。

二'--　Y;:;-.:

と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
t
 
a
と
C
は
音
読
に
よ
り
内
容
を
深
め
る
指
導
'

も
は
'
児
童
に
内
容
把
握
の
方
法
を
つ
か
ま
せ
る
指
導
と
言
い
か
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
し
か
し
'
実
際
の
指
導
で
は
、
教
師
の
指
導
観
と
児
童
の
現
状
が

合
わ
ず
'
意
図
が
う
ま
-
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
児
童
が
受
動
的
に
な
り
す
ぎ

た
り
し
て
い
る
と
反
省
さ
れ
て
い
る
。
で
は
そ
の
指
導
班
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
の
「
指
導
体
系
」
で
-
わ
し

く
述
べ
ら
れ
て
お
り
'
こ
こ
で
は
ま
ず
、
児
童
の
学
習
態
度
'
読
み
の
力
が
ど

の
位
置
に
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
第
7
と
し
、
次
の
六
点
が
'
読
み
の
障

害
に
な
る
も
の
と
し
て
'
学
習
郵
袋
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

イ
'
方
言
的
慣
習
が
指
導
の
放
任
か
ら
外
辞
発
音
に
純
綿
L
t
読
み
の
正
常

な
発
達
を
阻
害
し
て
い
る
。

ロ
、
内
野
と
外
辞
の
率
離
か
ら
、
自
然
の
読
み
を
碍
し
て
ゐ
る
。

ハ
、
読
み
障
害
の
盃
要
な
原
因
は
内
辞
作
用
の
貧
弱
に
あ
る
。

ニ
'
内
辞
作
用
の
貧
弱
は
内
辞
把
握
の
未
熟
か
ら
来
る
。

ホ
'
内
容
把
握
の
貧
弱
と
い
ふ
こ
と
は
学
習
方
法
の
う
は
づ
っ
た
結
果
で
あ

る
。

へ
'
児
童
の
学
習
法
が
正
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
ら
れ
た
訓
諭
注
彩

の
旧
態
を
脱
し
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
ら
は
'
外
面
的
な
障
害
か
ら
よ
り
内
面
的
な
障
害
へ
と
並
べ
ら
れ
て
お

り
'
根
本
的
な
問
題
と
し
て
児
童
の
学
習
法
の
内
川
か
ら
の
変
革
が
迫
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察
は
'
垣
内
松
三
氏
著
の
「
国
語
の

力
j
　
(
大
正
1
1
年
5
月
8
日
　
不
老
閣
書
房
刊
)
の
「
第
Ⅳ
単
文
の
紳
助
」
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
の
考
察
の
上
に
立
っ
て
'
学
習
事
象
に
対
す
る
指
導
体
系
を
'
次
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
3

六

1
'
学
習
の
根
本
的
方
面

A
学
習
法
の
問
題
1
訓
話
注
釈
主
義
学
習
以
外
に
術
を
知
ら
な
い
児
立
に

と
っ
て
は
'
内
容
偏
重
と
言
わ
れ
て
も
、
文
の
内
容
生
命
を
ほ
ぐ
す
こ

と
か
ら
始
め
る
外
は
な
い
。

B
具
体
的
方
策
の
歪
点

l
文
章
の
直
観
　
-
　
自
分
は
こ
う
読
ん
だ
'
こ
う
思
っ
た
と
い
う
こ
と
に

解
釈
の
基
点
を
置
-
0

2
梢
想
の
理
解
-
作
者
の
梢
想
の
形
式
を
尋
ね
る
の
で
な
く
作
者
の

心
構
え
を
'
節
・
句
の
上
に
見
つ
け
出
さ
せ
る
。

3
語
句
の
探
究
-
言
語
の
生
命
を
、
そ
の
文
・
全
体
と
の
関
係
で
と
ら

え
る
3

4
内
容
の
日
和
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5
概
評
へ
鑑
貿
'
試
練
'
創
作

C
学
習
に
の
ぞ
む
偲
心
技

1
指
導
者
と
し
て
の
私
自
身
の
態
皮

_
a
実
際
家
と
し
て
の
指
導
比
論
1
日
分
な
り
に
'
説
方
思
糊
の
不
易

な
も
の
を
摂
攻
す
る
努
力
を
つ
づ
け
る
3

b
教
授
に
の
ぞ
む
心
構
え
　
-
　
国
語
の
深
さ
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
武

装
し
な
い
自
己
で
教
授
に
の
ぞ
む
3

C
認
識
と
昧
識
の
統
1

d
個
性
の
問
題
　
-
　
受
持
児
童
の
個
性
の
研
究
を
'
改
変
し
て
い
-
学

習
事
象
の
中
か
ら
す
す
め
る
。

2
学
習
に
の
ぞ
ま
し
む
る
児
童
の
態
度

a
読
方
学
習
に
対
す
る
興
味
の
喚
起
　
-
　
読
方
の
興
味
と
は
、
形
象
の

も
つ
驚
異
を
読
む
こ
と
で
'
児
童
は
最
も
自
然
な
心
の
軍
見
方
を

さ
せ
る
こ
と
で
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

b
学
習
に
の
ぞ
む
心
構
え
　
-
　
す
な
お
な
心
の
据
え
方
が
自
ら
用
意
さ

れ
る
こ
と
を
先
行
条
件
と
す
る
。

C
自
証
の
態
度
　
-
M
分
で
自
ら
自
信
を
持
つ
態
度
で
'
学
習
を
自
己

の
も
の
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

d
日
光
性
の
脈
動

e
質
問
答
疑
の
態
度

二
、
学
習
訓
練
方
面

A
方
言
的
慣
習
の
矯
正

1
婿
説
の
聴
き
方
注
意
　
-
　
読
む
心
の
違
い
に
よ
る
読
み
の
違
い
と
し
て

聴
-
/
心
の
内
で
つ
い
て
読
む
/
ど
う
違
う
か
考
え
る

2
心
を
こ
め
て
読
め

3
比
較
読
み
　
相
互
批
評

4
訓
練
　
-
　
反
復
読
み
を
す
る
/
話
を
す
る
よ
う
に
挑
む
/
こ
の
場
合
は

芳
読
は
逆
効
果
で
あ
る
。

B
内
群
と
外
秤
の
統
覚

1
意
味
を
考
え
て
読
め
　
-
　
お
ち
つ
い
た
気
持
ち
で
/
文
の
調
子
に
即
し

て
/
ゆ
っ
-
り
読
む

2
黙
読
の
習
練
　
-
　
黙
読
の
時
範
読
す
る
。

3
内
郡
と
外
群
を
き
き
わ
け
る

4
相
互
批
評

C
内
辞
作
用
の
昧
柑

1
学
習
の
雰
甜
気

2
作
者
の
想
定

3
相
互
批
評

D
内
v
A
i
把
打
の
:
f
^

1
文
主
題
の
手
が
か
り
の
求
め
方
　
-
　
語
句
や
内
容
の
概
念
的
把
肘
で
は

な
い
。

2
質
疑
応
答
の
往
患

3
研
究
発
表
の
訓
練
　
-
　
話
し
方
の
上
達
/
話
す
こ
と
で
自
己
を
確
か
め

る
/
共
鴨
、
共
感
の
自
己
訓
練

E
学
習
態
度
の
深
化

1
自
由
な
る
研
究
態
度
　
-
　
よ
そ
行
き
の
気
持
ち
の
学
習
に
な
ら
な
い
/

自
分
に
問
い
'
自
分
で
筆
見
る
/
言
葉
づ
か
い
の
角
を
と
る

2
相
互
批
評
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(
本
研
究
九
三
～
1
二
五
ペ
)

右
が
そ
の
指
導
体
系
で
あ
る
。
前
掲
各
項
目
の
下
に
記
し
た
も
の
は
'
7
で

は
そ
の
基
本
的
内
容
を
'
二
で
は
指
導
上
の
只
休
策
を
'
そ
れ
ぞ
れ
考
察
者
に

お
い
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
体
系
の
T
は
、
い
わ
ば
日
吉
ア
イ
教
諭
の
指
導
観
を
不
し
て
お
り
、
二

は
'
学
習
事
象
考
察
か
ら
得
た
、
現
実
の
児
童
の
読
み
の
障
害
に
対
す
る
具
体

的
な
対
策
を
記
し
て
い
る
。
指
導
体
系
を
7
'
学
習
の
基
礎
的
方
面
と
'
二
、

学
習
の
訓
練
方
面
に
分
け
た
こ
と
は
'
理
論
の
実
践
化
と
'
実
践
の
理
論
化
を

同
時
に
行
お
う
と
意
図
し
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
研
究
の
二
つ
の
目
標
、
拙
論

の
自
己
統
制
、
理
論
と
実
践
の
飛
躍
の
克
服
を
'
体
系
の
二
　
二
そ
れ
ぞ
れ
で

目
ざ
L
t
実
践
家
の
指
導
理
論
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
'
理
論
の
自
己
統
制
に
お
い
て
は
t
 
r
国
語
の
力
L
が
大
き
-
影
響
を
与

え
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
.
1
の
B
具
体
的
方
策
の
五
段
階
が
、
日
吉
ア
イ
教

諭
な
り
に
岨
嘱
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
t
 
F
国
語
の
力
し
の
セ
ソ
テ
ソ
ス
メ
ソ

ッ
ド
の
項
に
あ
る
も
の
　
(
F
国
語
の
力
」
不
老
閤
雷
房
刊
'
二
〇
ペ
)
　
と
大
体

1
致
し
て
い
る
こ
と
も
'
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。

七

指
導
過
程
に
続
い
て
'
そ
れ
を
活
か
す
指
導
案
が
「
第
四
潮
干
狩
」
を
例
と

し
て
古
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
の
「
第
1
他
界
」
と
比
較
す
る
と
'
三
屑
の

過
程
を
と
っ
て
い
る
点
や
'
そ
こ
で
日
ざ
そ
う
と
し
た
読
み
方
そ
の
も
の
に
は

変
化
は
な
い
が
'
細
か
な
点
に
つ
い
て
指
導
体
系
を
活
か
し
た
活
動
が
組
織
さ

れ
'
児
童
の
現
状
に
合
わ
せ
つ
つ
へ
か
つ
文
学
の
た
の
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
読
み
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

後
の
「
第
四
潮
干
狩
」
の
学
習
事
象
と
肘
ら
し
な
か
ら
へ
そ
の
変
化
を
た
ど

っ
て
み
る
と
、
第
1
に
気
づ
-
こ
と
は
'
学
習
の
体
制
を
は
じ
め
に
作
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
授
業
の
は
じ
め
に
学
習
態
度
に
つ
い
て
へ
教
師
は
個
人

個
人
に
や
わ
ら
い
だ
視
紋
を
送
り
な
が
ら
へ
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
先
日
か
ら
'
み
ん
な
の
読
み
方
を
見
る
と
'
や
り
方
心
の
も
ち
方
が
よ
-

な
い
と
恩
ふ
。
今
日
か
ら
少
し
興
っ
た
気
特
で
や
っ
て
見
よ
う
。
読
方
と
い
ふ

も
の
は
も
少
し
面
白
く
て
'
も
っ
と
探
い
意
味
の
あ
る
も
の
で
す
。
も
っ
と
も

っ
と
真
面
目
に
な
ら
な
-
て
は
-
。
だ
が
真
面
目
に
な
る
と
い
っ
て
も
'
よ
そ

行
き
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
'
も
っ
と
自
由
で
平
気
で
よ
い
　
-
　
し
っ
か
り
し

た
気
持
ち
を
い
つ
も
な
く
し
て
は
い
け
な
い
。
　
-
　
」
　
(
本
研
究
7
四
五
ペ
)

こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
第
1
過
程
(
文
の
直
観
過
程
)
　
で
は
、
読
癖
の
矯

正
を
中
心
に
、
範
読
/
指
名
読
み
/
読
振
り
批
判
/
範
読
の
後
唱
/
自
由
説
と
'

音
読
を
-
り
か
え
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に
効
果
が
あ
が
る
と
は
言
え
な
い
が
'

読
み
の
正
常
化
と
い
う
学
習
訓
棟
の
第
7
段
階
が
こ
こ
に
あ
る
。
第
二
過
程

(
文
の
分
解
学
習
過
程
)
　
に
な
る
と
'
作
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
読
む
こ
と
を

条
件
と
し
て
説
姉
を
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
'
読
み
に
少
し
変
化

が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
第
四
糊
干
狩
」
の
指
導
'
特
に

符
丁
過
程
は
読
脚
の
矯
正
が
主
眼
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
後
へ
読
み
の
j
E
常
化
の

状
態
は
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
'
「
Ⅴ
学
習
事
家
」
の
中
か
ら
第

1
次
読
み
の
学
習
郡
家
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
'
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
.

〇
「
第
六
鎌
倉
攻
」
　
-
　
四
、
五
名
の
児
童
へ
観
光
的
読
み
を
試
み
つ
つ
あ
る
。

。
「
第
十
三
1
太
郎
や
あ
い
」
　
-
　
味
読
の
傾
向
若
し
'
少
数
の
児
童
の
観
賞

茄
は
実
に
良
い
も
の
が
あ
る
。
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O
「
第
十
八
木
下
藤
吉
郎
」
　
-
　
味
読
状
態
表
れ
る
'
全
般
的
に
読
み
の
洗
練

を
認
め
る
'
読
癖
非
常
に
少
な
く
-
・
・
・

o
「
第
二
十
三
加
藤
桁
正
」
　
-
　
自
然
の
読
下
し
を
な
す
児
童
多
し
、
各
々
独

自
の
自
己
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
児
童
七
へ
八
名
あ
り
。

右
に
あ
げ
た
も
の
は
'
良
い
変
化
の
み
で
あ
る
が
'
明
ら
か
に
読
み
の
矯
正

・
深
化
が
'
碓
か
な
形
で
別
れ
て
い
る
。
な
お
へ
読
癖
の
あ
る
者
や
表
別
読
み

の
で
き
な
い
児
虫
も
い
る
よ
う
だ
が
'
内
的
な
努
力
や
'
児
童
相
互
の
注
意
で

変
化
し
て
い
-
過
程
に
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
読
み
の
変
化
に
つ
い
て
は
'
「
Ⅶ
読
み
の
変
化
状
態
個
別
観
測
表
」
に

よ
っ
て
'
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
し
た
読
み
の
変
化
過
程
が
認
め
ら
れ
る
。
教
材

の
進
度
に
従
っ
て
'
「
第
四
靭
干
狩
」
　
「
第
二
十
三
加
藤
清
正
」
　
「
第
十
丁
大

岡
さ
ば
き
」
　
(
巻
八
所
収
)
　
の
場
合
の
表
を
1
部
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

損Bsfi
o
「
第
四
潮
干
狩
」

男
子
4

女
子
3

二
日

o
「
第
二
十
三
加
藤
桁
正
」

-271 -

o
「
第
十
一
大
岡
さ
ば
き
」

脱

脱

停
脱



(
表
の
見
方
)

ア
児
童
の
な
ら
べ
方
　
-
　
前
年
度
の
成
績
順

イ
読
方
志
向
の
型

A
型
‥
各
々
自
己
独
自
の
立
場
か
ら
深
化
読
み
を
成
し
っ
つ
あ
る
者
3

B
型
-
内
容
探
化
を
努
力
し
、
其
の
読
み
の
成
果
も
か
な
り
あ
が
っ
て
い
る

が
自
分
の
独
自
の
読
み
の
形
ま
で
至
っ
て
い
な
い
者
。

C
型
-
力
を
も
ち
な
が
ら
戎
種
の
原
凶
で
自
己
の
読
抑
障
害
を
克
服
で
き
ず

渋
符
し
て
い
る
者
3

D
型
-
能
力
的
関
係
か
ら
へ
そ
の
深
化
を
な
し
柑
ず
、
そ
れ
で
も
順
次
進
み

つ
つ
あ
る
者
。

ウ
読
み
の
憤
向

・
旧
状
維
持
1
旧
態
の
ま
ま
自
己
の
読
み
に
気
づ
か
な
い
者
3

撞
着
債
向
-
自
己
の
外
辞
の
不
自
然
を
気
づ
き
読
め
な
-
な
っ
た
者
3

努
力
変
則
-
読
み
の
変
体
に
気
づ
き
よ
-
し
よ
う
と
す
る
余
り
'
か
え
っ
て

別
種
な
読
み
に
陥
っ
た
者
。

安
読
平
易
-
案
外
平
気
で
容
錫
に
読
み
下
し
の
出
来
る
者
3

内
面
努
力
-
内
容
を
考
え
'
自
分
で
批
判
し
っ
つ
読
み
下
し
た
者
3

エ
各
読
み
の
傾
向
下
の
内
訳

・
「
入
」
は
そ
の
傾
向
に
入
る
状
態
を
ホ
L
t
「
仲
」
は
仲
村
へ
「
脱
」
は
そ
の
傾

向
を
脱
し
て
か
ら
次
の
段
階
ま
で
の
傾
向
を
示
す
。

こ
の
表
は
五
〇
名
か
ら
成
り
へ
　
1
四
の
教
材
に
つ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
そ
の
ほ
ん
の
1
部
を
抜
粋
し
た
が
'
明
ら
か
に
読
み
の
深
化
退
社
を

示
し
て
い
る
。

日
吉
ア
イ
教
諭
は
へ
　
こ
の
表
の
中
か
ら
読
み
の
矯
正
に
お
け
る
事
象
の
論
ガ

を
導
い
て
'
次
の
点
を
あ
げ
て
い
る
Q

l
t
最
優
等
生
で
な
い
児
登
に
著
し
い
変
化
状
態
が
あ
る
。

2
'
環
暁
の
配
慮
や
、
読
姉
の
意
図
的
指
導
で
成
果
が
粥
し
-
あ
ら
わ
れ
た
。

〓
例
)
女
子
2
、
女
子
3
)

3
'
本
人
の
性
格
的
習
脚
が
読
み
の
変
化
を
と
め
て
い
る
。

〓
例
)
男
子
2
)

4
'
男
子
よ
り
女
子
の
方
が
変
化
郡
家
を
よ
-
示
す
。

な
お
へ
日
吉
ア
イ
教
諭
の
読
み
の
事
象
の
論
班
は
'
他
に
内
群
と
外
即
の
m

係
へ
黙
読
'
形
象
読
み
に
も
及
ん
で
い
る
。

読
み
の
深
化
過
程
(
発
音
矯
正
も
含
む
)
が
音
読
を
通
し
て
蹴
著
に
別
れ
て

い
る
こ
と
は
'
こ
の
研
究
の
一
つ
の
成
果
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

音
読
に
よ
る
指
導
が
外
伐
か
ら
読
み
の
内
容
深
化
に
か
か
わ
り
、
児
i
p
*
.
の
読

み
の
変
化
が
へ
そ
の
成
果
を
示
し
て
い
る
と
す
る
と
へ
も
う
T
つ
重
要
と
な
る

の
は
'
内
容
把
握
を
深
め
る
上
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
指
導
法
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
作
者
想
定
」
で
あ
る
。
甘
苦
ア
イ
教
諭
は
'
「
始
め
r
作
者
想
定
』
を

取
り
入
れ
た
班
由
は
'
さ
き
に
も
記
し
て
置
い
た
通
り
へ
頑
な
訓
話
学
習
を
ほ

ぐ
す
た
め
に
は
必
至
的
な
対
策
で
あ
り
、
F
作
者
想
・
E
が
文
の
奥
ゆ
き
へ
考
へ

を
導
-
役
割
に
於
て
'
他
の
指
導
要
項
に
草
や
れ
な
い
必
要
性
の
た
め
」
　
(
木

研
究
三
六
五
ペ
)
　
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
3

こ
こ
で
再
び
'
「
第
四
糊
千
狩
」
　
の
学
習
郡
家
に
も
ど
っ
て
み
る
と
、
第
7

過
程
の
文
意
直
観
の
反
証
で
す
で
に
「
ど
う
い
ふ
気
持
で
こ
れ
は
む
い
た
の
で

せ
う
」
と
い
う
問
い
か
ら
'
作
者
想
定
に
1
歩
は
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
形

式
的
な
答
も
出
て
い
る
が
'
淡
然
と
お
も
し
ろ
い
点
を
軸
ね
る
よ
り
も
化
点
が
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は
っ
き
り
し
て
お
り
、
第
二
過
程
で
の
本
格
的
な
作
者
想
定
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
作
者
の
年
齢
を
尋
ね
る
こ
と
か
ら
文
章
へ
の
興
味
を
お
こ
さ
せ
'
作
者
が

事
実
(
景
色
の
移
る
さ
ま
)
と
気
持
ち
(
た
の
し
さ
の
変
化
)
両
面
を
寄
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
'
こ
の
二
面
か
ら
内
容
を
深
め
て
い
る
3
ま
た
'
そ
の

亮
本
は
作
者
と
な
っ
て
味
わ
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。

作
者
想
定
が
「
第
一
他
界
」
に
な
-
「
第
四
潮
干
狩
」
に
見
え
る
の
は
文
革

の
性
質
の
違
い
も
影
哲
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
'
主
に
は
'
児
童
の
現
状
に
あ

わ
せ
た
効
果
的
な
方
法
と
し
て
'
指
導
体
系
を
生
か
し
~
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
後

の
学
習
事
象
を
見
る
と
'
種
々
の
文
章
で
作
者
想
定
は
行
わ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。日

吉
ア
イ
教
諭
は
「
作
者
想
定
」
か
ら
も
印
象
の
論
皿
を
導
き
出
し
て
い
る
Q

l
t
文
学
習
に
於
け
る
作
者
の
想
定
は
必
要
で
あ
る
。

2
、
作
者
の
想
定
の
役
割
に
は
限
界
性
が
あ
る
。

a
児
童
の
発
達
段
階
に
即
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

b
文
章
に
よ
っ
て
共
の
取
扱
ひ
を
自
在
な
ら
し
め
な
-
て
ほ
な
ら
ぬ
。

3
、
作
者
想
定
の
動
向
性
　
-
　
二
つ
の
学
習
傾
向

a
自
己
移
入
又
は
感
情
移
入
に
よ
り
、
読
み
の
心
刑
に
於
け
る
特
殊
的
自

己
変
容
に
至
る
。

b
作
者
の
表
現
作
用
を
手
が
か
り
と
し
て
'
文
章
の
形
象
へ
ま
で
至
り
得

る
主
観
の
1
般
的
陶
冶
と
な
る
。

右
の
事
象
の
論
別
の
う
ち
'
3
を
手
が
か
り
と
し
て
児
童
の
文
章
理
解
の
変

化
を
見
よ
う
と
し
た
も
の
が
'
「
Ⅸ
文
別
解
に
於
け
る
児
童
の
志
向
表
」
で
あ

る
ー
ー
C
S
4
2
の
中
を
さ
ら
に
三
段
階
に
分
け
て
分
析
を
試
み
て
い
る
.
J

L
j
の
作
者
想
定
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
細
か
な
市
象
の
分
析
の
中
か
ら
t
 
t
E

吉
ア
イ
教
諭
の
と
っ
た
方
法
を
抽
出
し
'
そ
の
成
果
に
つ
い
て
く
わ
し
-
考
察

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
が
'
今
回
は
そ
こ
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

指
導
体
系
を
活
か
し
た
指
導
と
し
て
、
も
う
1
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
'
児
黄

の
個
性
を
把
握
し
'
そ
の
上
に
立
っ
て
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

個
性
研
究
の
顕
著
な
結
果
は
'
「
読
み
の
変
化
状
態
観
測
表
」
に
見
ら
れ
る
が
'

「
文
別
解
に
於
け
る
児
環
の
志
向
表
」
に
も
'
個
人
別
の
「
作
者
想
定
」
の
仕

方
と
'
そ
の
変
化
が
表
れ
て
お
り
へ
個
性
研
究
に
頂
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

八

認
桝
方
学
習
誹
象
の
研
究
』
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
は
'
「
学
習

事
象
」
に
着
眼
し
、
そ
の
克
明
な
記
録
'
考
察
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
こ
の
研
究
の
主
目
的
で
あ
っ
た
「
m
論
の
自
己
統
制
」
　
「
実
践
と
州
論
の

飛
椛
の
克
服
」
の
二
点
は
'
い
わ
ば
'
実
践
の
た
め
の
指
導
者
の
課
題
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
ら
を
「
学
習
事
象
の
研
究
」
で
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
通
し
、
実
際
に
学
習
郡
家
を
通
し
て
実
践
家
と
し
て
の
自
分
の

指
導
p
I
!
論
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
点
は
、
十
分
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
0

ま
た
'
指
導
体
系
が
沌
礎
的
方
面
と
訓
練
方
面
に
分
け
て
立
て
ら
れ
'
即
実
対

策
に
か
な
っ
て
い
る
点
'
こ
の
指
導
体
系
に
基
づ
い
た
事
象
の
記
録
を
継
続
し
'

客
観
的
に
省
察
を
試
み
た
点
、
と
も
に
'
実
践
家
の
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
を
示

し
て
い
る
。

具
体
的
な
指
導
の
内
容
と
し
て
醇
に
佃
伯
の
あ
る
の
は
'
読
み
　
(
音
読
)
　
の

深
化
に
伴
う
指
導
で
あ
ろ
う
。
読
み
の
探
ま
り
を
外
群
と
内
評
の
関
係
で
と
ら

え
、
外
に
現
れ
る
読
み
　
(
音
読
)
　
の
状
偲
心
の
変
化
で
学
習
の
深
ま
り
を
見
'
個
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性
に
あ
わ
せ
た
指
導
を
心
掛
け
て
い
る
の
で
あ
る
.
読
み
吾
説
)
に
よ
る
指

導
が
読
方
教
育
の
効
果
的
な
指
導
と
し
て
意
味
が
あ
る
だ
け
で
な
く
発
音
矯

正
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
上
で
の
指
導
で
あ
る
点
で
'
現
状
を
具
体
的
に
ふ
ま
え

て
お
り
、
そ
れ
が
単
な
る
矯
正
に
留
ま
ら
な
い
点
で
'
読
方
教
育
の
目
的
に
か

な
っ
た
指
導
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
が
、
「
作
者
想
定
」
の
指

導
に
つ
い
て
も
亭
見
る
。
日
吉
ア
イ
教
諭
の
個
性
的
な
研
究
の
方
法
が
そ
こ
に

見
ら
れ
へ
事
象
論
理
と
い
う
'
児
童
に
密
着
し
た
、
実
践
上
の
論
刑
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

∵
-
り
、
.
-
蝣
:
-
'
:
"
.
　
:
-
-
1
-
y
J
-
　
一
言
方
V
:
　
:
.
*
.
'
-
・
-

の
立
場
で
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
学
習
者
指
導
と
し

て
行
わ
れ
た
の
は
'
読
方
に
臨
む
態
度
と
'
読
み
深
め
の
た
め
の
自
由
な
読
み

ほ
ぐ
し
の
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
立
場
に
立
っ
て
、
学
習
事
象
の
克
明
な
老
察

を
行
う
こ
と
は
'
本
研
究
の
価
値
を
見
つ
け
る
上
で
F
I
要
で
あ
る
が
'
こ
れ
は

今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
O

ま
た
、
日
吉
ア
イ
教
諭
は
'
読
方
指
導
理
論
の
自
己
統
制
に
お
い
て
先
行
諸

班
論
を
参
脱
し
て
い
る
。
中
で
も
t
 
r
国
語
の
カ
ニ
垣
内
松
三
著
'
大
正
1
1
年

5
月
8
日
'
不
老
国
軍
既
刊
一
は
'
児
童
の
読
み
の
障
害
の
原
因
究
明
'
学
習

は
の
具
体
方
茂
な
ど
'
こ
の
研
究
の
骨
子
と
な
っ
た
も
の
に
手
が
か
り
を
与
え

て
い
る
3
そ
の
他
r
読
方
教
授
し
　
(
芦
田
志
之
助
著
'
大
正
5
年
4
月
2
1
日
'

育
英
書
院
刊
)
や
「
読
方
指
導
理
論
の
1
規
定
」
(
田
中
武
烈
稿
、
「
教
育
研
究
」

(
初
等
教
育
研
究
会
刊
)
昭
和
7
年
C
-
・
。
0
・
O
月
号
所
収
一
を
は
じ
め
'
多

く
の
論
考
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
理
論
的
背
景
の
広
い
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
か
ら
ど
の
よ
う
に
影
蟹
を
受
け
て
い
っ
た
か
に
つ
い

て
も
'
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
Q

(
引
用
文
巾
の
句
読
点
は
考
察
老
に
お
い
て
付
し
た
。
)

(
本
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
)
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